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① 『現代日本文学アルバム 第4巻 石川啄木』桜田満，学習研究社，昭和49年8月15日，年譜PP．221‐228 戸籍
写真あり
② 『啄木の母方の血脈 ―新資料「工藤家由緒系譜」に拠る―』森義真・佐藤静子・北田まゆみ，遊座昭吾，2008
（平成20）年8月7日改訂版 年譜なし 母と姉妹 PP．23‐24
③ 『啄木寫眞帖』吉田孤羊，改造社，昭和11年6月24日 年譜なし
④ 『啄木ふるさと散歩』松本政治，盛岡啄木会，昭和57年6月12日 PP．82‐85父一禎の生涯 P76生い立ちの間
⑤ 『啄木 ふるさと人との交わり』森義真，盛岡出版コミュニティー，2014年（平成26）3月28日 P120齊藤トメ





⑨ 『新潮日本文学アルバム6 石川啄木』岩城之徳，新潮社，1984年2月20日 年譜PP．104‐108 PP．7‐8戸籍写
真あり
⑩ 『石川啄木入門』岩城之徳，思文閣出版，平成4年11月1日 年譜PP．142‐146 節子P27
⑪ 『新編 人間啄木』伊東圭一郎，岩手日報社，昭和49年1月1日改版 P5明治18年生まれ明記 P3とP12開運
橋の海沼家 P58啄木の部屋は下の6畳（仁王小路）
⑫ 『啄木の妻節子』堀合了輔，洋々社，昭和49年5月5日 年譜PP．336‐342
⑬ 『写真 作家伝叢書3 石川啄木』岩城之徳，明治書院，昭和40年6月15日 P12誕生の間 P22盛岡市仁王小路
30番戸 田村叶宅 P34開運橋 P37盛岡市四ツ家町77長屋 田村宅 P48新婚の家（大竹新助撮影） PP．53‐
54齊藤トメ P77小樽区花園町畑14 P81釧路新聞の出典 P88蓋平館 P101本郷区森川町1新坂蓋平館別荘
P106『啄木遺稿』大正2年5月25日発行 P124千葉県北条町八幡 P124節子の死亡時刻 大正2年5月5日午
前6時40分 P143小石川区久堅町74番地46号 年譜PP．171‐173
⑭ 『兄啄木の思い出』三浦光子，理論社，1964年10月 PP．215‐216父の事
⑮ 『短歌シリーズ 人と作品10 石川啄木』岩城之徳，おうふう，昭和55年4月5日 年譜PP．251‐262
⑯ 『石川啄木 日本文学アルバム8』石川正雄，筑摩書房，1955年1月15日 P4戸籍 P6生い立ちの間 P12新
婚の家 P14磧町 P17渋民小学校 P18齊藤トメ P32‐33小樽の最初 P37釧路新聞 P46蓋平館S29年12月14日
火災まえ P53喜之床 P58久堅町あと 年譜あり2p
⑰ 『啄木全集 第8巻 啄木研究』石川啄木，筑摩書房，1968年2月29日，岩城之徳の手になる伝記的年譜PP．417‐
453






㉑ 『啄木全集 第5巻 日記（一）』石川啄木，筑摩書房，1967年11月25日
㉒ 『啄木全集 第7巻 書簡』石川啄木，筑摩書房，1968年4月26日
㉓ 『新體詩集 あこがれ』石川啄木，小田島書房，明治38年5月3日。『特選 名著複刻全集 近代文学館 あこ
がれ』同全集近代文学館・編集委員会，日本近代文学館，昭和46年5月10日
㉔ 『別冊太陽 日本のこころ195 石川啄木 漂泊の詩人』湯原公浩，平凡社，2012年5月24日





㉙ 『啄木全集 第6巻 日記（二）』石川啄木，筑摩書房，1967年12月25日
㉚ 『カラーブックス341） 名作の旅7 石川啄木』大竹新助，保育社，昭和50年11月5日，P‐97に本郷時代の喜
之床写真がある。
㉛ 『一握の砂』石川啄木，東雲堂書店，明治43年12月1日。『新選 名著複刻全集 近代文学館 一握の砂』同複
刻全集編集委員会，日本近代文学館，昭和59年7月1日』
32 『現代教養文庫480 東京の散歩道 ―明治・大正のおもかげ―』窪川鶴次郎，社会思想社，昭和39年8月15日
PP．102‐105啄木臨終の地
33 『牧水写真帖』大悟法利雄，新声社，昭和43年10月17日，に啄木の死を知らせる牧水自筆葉書写真がある。
34 『歌集悲しき玩具』石川 一，東雲堂書店，明治45年6月20日。『石川啄木記念館 名著復刻シリーズ 第2弾
石川啄木著 悲しき玩具 東雲堂書店版』盛岡市・石川啄木記念館，盛岡市・石川啄木記念館，平成19年10月14
日。
35 『大阪啄木通信 26号』天野 仁，高槻市，2005年5月，全19ページ中に齊藤トメ宅の正確な表記あり。
復刻版シリーズ
『新體詩集 あこがれ』石川啄木，小田島書房，明治38年5月3日。特選 名著複刻全集近代文学館 石川啄木
あこがれ 小田島書房版，日本近代文学館 刊行，昭和46年5月10日より
『小天地 第壹號 第壹巻』石川一 編輯，小天地社 発行，明治38年9月5日。完全復刻版 小天地，ノーベ
ル書房，昭和52年10月15日より 年譜あり「石川啄木と雑誌『小天地』（解説）」に年譜
『一握の砂』石川啄木，東雲堂書店，明治43年12月1日。新選 名著複刻全集 近代文学館 石川啄木著 一握
の砂 東雲堂書店版，日本近代文学館 発行，昭和59年7月1日より
『歌集 悲しき玩具（一握の砂以後）』石川 一，東雲堂書店，明治45年6月20日。石川啄木記念館 名著復刻
シリーズ 第2弾，盛岡市 発行，平成19年10月14日より
北方圏学術情報センター年報 Vol.12
－97－
ら家族が交わした郵便葉書を含む書簡類の宛て名および
差出人の住所を撮影した写真映像は貴重な証拠となる。
しかし明治期の住所表記は今日のそれとは異なってい
る。このため厳密な意味での出典ではあるものの，後世
のわたくしたちからすれば使い勝手に課題も含まれるこ
とがあり得る。そのままの住所表記だけでは，現代的な
意義が低下しかねないのである。
この場合は作業工程が，ひと手間ふえるが，旧住所を
現在の表記に直す作業を研究者が直接しなければならな
い。あるいは啄木ゆかりのまちの郷土史研究者の助言を
仰ぐこととなろう。あらゆる場面でそのような助力を得
られるとは限らないので，時としては今日市販されてい
る書籍の中から適宜とりあげて，現住居表示をそのまま
採録することで根拠とする場合もあろう。なお今回の年
譜では採用しなかったが，現地見学会で訪ねた場所に掲
示されている案内板に，地元の教育委員会などの文責に
よる現在地の地名が書かれている事例も少なくない。ま
た地図上において現地を図示している文献なども散見さ
れた。
啄木が自作の作品を出版した日付に関しては，その書
籍の復刻版あるいは複刻版の奥付が根拠となった。たと
えば詩集『あこがれ』や歌集『一握の砂』などは，復刻
版を手にする機会がある。それら復刻された本の奥付
を，年譜の出典とした。既刊の諸研究書を出版するとい
う活動のみならず，文学史上に残る名著を復刻するとい
う先達による行為にも，改めてその偉大なる成果を痛感
した。
Ⅳ．結 果
本研究を進めてきた結果，得ることが出来た成果を
「表－1 石川啄木・節子夫妻の年譜」として掲げる。
同表には左から右方向へ，啄木の父「一禎」，母「カ
ツ」，はじめ自身「啄木」，妻セツ「節子」，長姉「サ
ダ」，次姉「トラ」，妹「ミツ」7人の名を示した。そし
て表の上ほど年代が遡り，下方に行くにしたがって時系
列がくだる。
それぞれの出来事の末尾に出典を明記した。出典と
なった文献を〇に囲まれた数字で示し，当該記述がある
ページ数を表記している。なお年譜中の各事項に根拠と
して記載した文献の番号が，重複する番号であることも
多々ある。その理由は一冊の文献であっても，異なる
ページにおいて別の出来事の出典として採用することが
可能な場合が見られたためである。
石川啄木という人物は，記録する男であった。記述の
人であった。『啄木日記』が具体的な年月日を特定する
根拠となった事例は，実に多い。その日記を現在まで残
すことに尽力した人々の群れがあった。それは妻の節子
であり，函館の人々であり，その日記を公刊した出版社
と日本社会である。
啄木という人物は研究主題として魅力にあふれてい
る。その大きな理由は，なぞが多いという点にある。彼
の行動には両面性が見てとれる。賢いのか，幼いのか，
善人なのか，酷薄なのか，よくわからない。判然としな
いのである。このように相反する正反対の要素が混在し
図－3 婚約当時の啄木と堀合節子
図－4 北海道漂泊時代の石川啄木
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ていて，その同居理由が不明なのだ。しかし別の見方を
すれば，研究テーマが豊富に残されているという事も出
来よう。
しかし半面では石川啄木ほどその履歴が，万人の前に
明らかとなっている人物も少ないであろう。なぞも多い
が，わかっている歴史的な事項も多々ある。基本的な事
実が判明しているので，課題である謎を将来的には解き
明かしていく余地が多分に存在するのである。
筆者自身は，啄木の父親・石川一禎の人柄に理解不能
な領域を嗅ぎとっている。ある意味では「啄木のなぞ」
は，父親に起因していたようにも見てとれる。金銭問題
で躓く石川家，働かない父親像，無気力な男性，家出を
繰り返す父など，不可解さは増す。とりわけ晩年の一禎
にまつわる疑問は見過ごせない。この一禎こそが今後，
不可欠な研究テーマではないかと筆者は密かに予感して
いる。
Ⅴ．む す び
石川啄木作品が社会に受容され始めてから100余年を
経過した。したがって啄木に関する研究も相当な積み上
げを見せている。特に国際啄木学会が1989年12月3日に
創立されて以降の研究成果は，膨大な量と質にのぼって
いる。同年は元号で言えば，平成という新たな時代を迎
えて間もない頃であった。すでに30年以上の歴史を有し
ていることになる。それらの研究成果だけでも，もはや
独立した文化遺産である。
望ましいことか否かは不明であるが，近年は石川啄木
自身でも知らないでいただろうと思われる細かな事実ま
でもが明らかにされている。しかも，その内容を多くの
他人が知っているというような事態にさえなっている。
それほどまでに啄木に関する調査は，深度も範囲も進展
してきている。
そのような現実を踏まえると，この度のような試みを
開始することは思慮に欠ける行為であったと言えよう。
なにぶん当該研究は一個人による。もとより管見に過ぎ
ない情報収集であり，資料批判に過ぎず，その結果によ
る年譜の作成であった。しかし今回のように無謀な目論
見であろうとも，将来の研究精度向上や研究テーマ発見
への新たな道を照らしてくれるものと筆者自身を慰めて
いる。あくまも本研究は，ひとつの研究手法を提案した
試みとして御覧いただきたい。
そして偏に，これまで啄木研究の先達たちが残してく
れた偉大な資産に，こころより深謝する次第である。こ
の拙い試みに対する暖かい御指導を期待するものであ
る。
Ⅳ．注
1）「石川啄木と若山牧水を育んだ建築物5棟」拙稿，
『国際啄木学会会報 第38号』山下多恵子・森 義
真 編集，国際啄木学会 発行，2020年4月30日，
P‐10
2）『啄木全集 第5巻 日記（一）』石川啄木，筑摩書
房，1967年11月25日，P‐150
3）『年表で見る モノの歴史事典 上』ゆまに書房
編集・発行，1995年11月25日
4）一般向けの書物で石川啄木が取り上げられる内容
は，いわゆる有名な歌人というだけでなく，恋愛と
情熱そして貧しさと死の病にみちた生涯を駆け抜け
た人物という視点が多い。たとえば「石川啄木，愛
の流浪」『別冊太陽 日本のこころ26 近代恋愛物
語50』高橋洋二 編集，平凡社 発行，1979年3月
25日，PP．36‐37は妻以外の複数女性の写真を掲載
している。「石川啄木」『別冊太陽 日本のこころ24
近代詩人百人』高橋洋二 編集，平凡社 発行，1978
年9月25日，P‐35には「早熟」，「26歳で没」と記述
され，節子の写真も載せられている。「石川啄木」
『別冊太陽 日本のこころⅪ 近代文学百人』馬場
一郎 編集，平凡社 発行，1975年6月25日，PP．26
‐27では啄木と節子が並ぶ写真だけでなく，葬儀の
図－5 金田一京助と啄木最期の姿
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記事や借金記録表が写真映像で見られる。啄木と啄
木夫妻の話題性が，より大きく扱われているように
感じられる。本研究は上記のような視点とは異な
り，啄木夫妻の事実関係を裏付け資料によって改め
て見渡そうとする細やかな試みである。
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